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東京海上保安部

 令和2 ～ 4年度、コロナ過により、対面での積極的な海難防止活動が困難

令和5年度、東京地区海の安全運動実施計画の重点事項のである、

ウォーターアクティビティ / 発航前点検を主軸として、安全啓発活動を展開
加え、各種キャンペーン期間を意識しでメリハリを！

【令和4年度 海難発生状況（三管内）】 【キャンペーン】

● 令和5年度における海難防止活動の方針 ①



東京海上保安部● 令和5年度における海難防止活動の方針 ②

・・・プレジャーボート乗揚危険場所

・・・SUP / カヤック等の目撃場所

三枚洲付近は、令和3年プレジャーボート5隻が乗揚・・・
⇒ 特に注意が必要

出艇場所や活動海域が分散し、傾向が掴みにくい・・・
⇒ 引続き情報収集して傾向把握

 乗揚危険度の高い海域やSUP等の集まる場所で効率的に安全啓発活動等を展開

特に乗揚の多い三枚洲等での指導 / SUP等の出艇・活動海域の情報を収集

（水上オートバイ含む）



東京海上保安部

ウォーターアクティビティが多様化し、2013年当時とは状況が変化 / 対応を検討
今年度、東京都が本ルール・マナーの改正を予算化 / 協議会を設立予定

 2013年7月 行政や水域利用者、地域住民等が協力して運河のルール・マナーを策定

現在、協議会
設立準備中

● 令和5年度における海難防止活動の方針 ③



東京海上保安部

指導はSUP等の形状を考慮した啓発に加え、接近の際、自船の引き波にも注意を

 SUP・カヤック等は気象・海象の影響等を受けやすい形状

● 令和5年度における海難防止活動の方針 ④



東京海上保安部

機関故障 / バッテリー過放電等の未然防止のため、発航前点検の励行
加え、知床の事故等を踏まえ、自己救命策の確保等を推奨

2012夏NO.553 海と安全
製品安全評価センター（船舶艤装品研究所）主任研究員 板垣 恒男 著 より抜粋

膨張式救命胴衣を回収調査

結果、長年使用する間
・気室布の擦れ
・保護布の破れ
・ベルト、バックルの破損
・太陽に曝され強度低下
・炭酸ガスボンベの錆び
・使用済のボンベが装着

救命胴衣の正常な性能が
発揮できずに危険を招く恐れ

定期的な点検整備、
使用前点検を行うことが必要

【発航前点検】 ※ You Tubeも展開 【自己救命策 例】 ※ 同書はインターネットで検索 / 閲覧可

 発生件数が多く、かつ啓発による海難防止が効果的な安全啓発活動等を展開

● 令和5年度における海難防止活動の方針 ⑤



東京海上保安部● 令和5年度 官民合同パトロール（7/22AM予定）


